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1　は　じ　め　に

平成7年（1995年）から宮城県では，多回育大規模養蚕

農家に対応した椎蚕人工飼料育用簡易飼育装置を開発し導

入してきているが，これらの養蚕農家では，椎蚕飼育が壮

毒飼育や収繭作業と重なる場合が多く∴重病予防の観点か

らも椎姦飼育作業をできるだけ省力化する必要がある。

そこで，椎蚕人工飼料育用簡易飼育装置を用いて給餌回

数の削減及び無拡座飼育について検討した。

2　試　験　方　法

平成8年は初秋及び晩秋蚕期，平成9年は春蚕期に試験

を実施した。姦品種は平成8年は「錦秋×鐘和」．平成9

年は「春嶺×鐘月」を用いた。人工飼料は日本農産工製シ

表1飼育及び練糸成績（1区10，000頑掃立）

ルクメイトを用いた。試験区は1区10，000頑を掃立て，給

餌回数及び拡座の有無で区分した。調査は眠重体垂，収繭

量，繭質などの項目について実施した。

3　試験結果及び考案

1齢及び2齢での飼育については，齢中最大面軌こ齢申

分の給餌量を一度に給餌し．ムラ直し及び拡座作業を削減

したほうが，後から拡座する方法より飼育密度を低くすま

せることができ蚕の揃いがよく，良好な成績が得られた。

3齢での飼育については，齢中1回給餌では姦が不揃い

になり飼育成績が劣ったが，齢中最大面積で2回給餌とす

れば，ムラ直し及び拡座作業を削減しても飼育成績に遜色

はなかった（表1）ので，椎蚕人工飼料育用簡易飼育装置

による省力化飼育参考表を衰2のとおり作成した。
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注．※：平成8年は対結繭壷，平成9年は対4齢起垂
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表2　椎姦人工飼料肯用簡易飼育装置による省力化飼
育参考表（対10．000頑）

齢 日順 時 刻 給餌 出 給 餌 面 積 温 湿度 管 理

1

齢

1

2

3

a m 9

P m 4

0 ．4 7 kg 0 ．4 0 r浮

40 × 10 0 cIn

29℃ ・加 湿 0 ド

加 湿 O F F

4 a m 9 除 湿 0 ＼

2

齢

5

6

7

8

P m l

P m 4

a m 9

1．43 kg 0 ．7 0 1遥

50 × 14 0 cm

29℃ ・加 湿 O X

加 湿 O F F ・除 湿 0 ＼

3

齢

9

10

1 1

a m 9

P m 4

P m 4

2 ．7 5 kg

2 ．7 5 kg

0 ．9 6 rば

60 × 16 0 cm

28℃ ・加 湿 O N

加 湿 O F F

12 a m 9 2 ．2 5 rげ 装 置外

（留意点）

1）給餌鼻は，標準の10％増しとする。
2）1・2齢は厚めに切削給餌，3齢は1×1×5cm角

のブロック給餌とする。

4　ま　と　め

掃立及び2齢餉食時に次齢起蚕時の標準面掛こ齢申分の

給餌虫を1割り増しで一度に給餌し，3齢期は齢中最大面

掛こ均等に2回給餌して∴無拡座飼育すると，標準区と遜

色なく蚕がよく揃い良好な飼育成績が得られたことで，椎

姦人工飼料用簡易飼育装置における飼育の省力化が実現で

きた。
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